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ABSTRACT

この発表では、これまでの音楽情動研究に共通した問
題点を俯瞰し、これからの音楽情動研 究における課題
設定について考える。音楽情動研究チームに共有される
モチベーションとして、(1)音楽情動に関する新しい知
識を得る、(2)その知識を音楽創作に応用する、(3)その
知識に基づいて音楽理論を再構築する、が挙げられる。
このような目的に向けて 研究をする場合に、どのよう
な前提が考慮されるべきか、どのような研究課題を設定
すれば 有意義なのか、そしてこれからどのような知識
が発見されていくべきか、について情報交換 と意見共
有を図りたい。具体的には、これまでの文献調査を基に
いくつかの学際的な視点から問題点・事例・理論をまと
めなおしたものを発表し、それをふまえてパネラーと参
加者でディスカッションを行う。

In this presentation, we overview the problems which
are commonly found in the current musical emotion re-
search, and discuss about problem setting in this field. The
motivations for our musical emotion research are (1) to ac-
quire novel knowledge of musical emotion, (2) apply the
knowledge for new music composition, and (3) to recon-
struct traditional music theory using the knowledge. We
would like to share our thoughts about what kind of as-
sumption needs to be considered; what kind of research
questions would be meaningful; and what kind of knowl-
edge is desired to be discovered, when conducting a re-
search for the above purposes. We first summarize con-
troversies, examples, and theories from several interdis-
ciplinary perspectives based on our literature search, and
then will discuss the above questions with the panelists

and audiences.

1. はじめに

近年、とくに 2000年以降の音楽情動の研究には目覚
ましい発展が見受けられる。それは音楽情動研究のハン
ドブック The Handbook of Music and Emotionの第一版
[5] と第二版 [6] のボリュームの差をみても明らかであ
る。そこで、私たちの音楽情動研究チームでは今回の研
究会の前半で、最近の音楽情動研究を俯瞰したレビュー
論文を発表した [10]。私たちは、「音楽情動に関する新
しい知識を得る」「音楽情動の知識を創作に応用する」
「音楽情動の知識に基づいて音楽理論を再構築する」と
いう共通したモチベーションのもと、作曲への応用を念
頭においた音楽情動理論・モデルを作るべく、様々な領
域からの研究者が集い学際的な取り組みを行っている。
音楽情動の研究を俯瞰すると、様々に分化された学問領
域からの知見や問題提起が報告されており、しかも分断
された異なる領域において、同じような課題に取り組ん
でいる事例も多く見受けられた。
文献調査を通し、これらの多彩な領域から報告されて
いる知見をどのように統合して体系的に理論化・モデル
化していくか、それ自体が一つの重要な課題であること
が強く実感されていた。そこで、まずは議論を重ね、統
合のための枠組みとなりうる７つの基本テーマを絞り
出し、それに従って様々な知見をまとめていくこととし
た。今回のディスカッションでは、初期検討で見いださ
れた７つの基本テーマを紹介した上で、JSSAメンバー
との意見交換を図りたい。
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2. ７つの基本テーマ

テーマ 1. 音楽情動と通常の情動の関係、およ
び音楽の時間性

音楽情動はどのようなメカニズムで生まれるのか、と
いうこと自体、いまだ明確にわかっていないことが多
い。音楽における情動の非常に古典的な考え方として、
ミメシス（模倣による情動表現）とカタルシス（感情移
入による浄化）が挙げられるが、現代においても、音楽
に表現された情動を認知することで生まれる（情動要
因の外在：cognitivist）という立場と、音楽の情動は音
楽そのものによって引き起こされる（情動要因の内在：
emotivist）という立場が Kivyによって提案されている
[7]。そして、それに関連して、音楽情動は私たちが他
の日常生活の場面で感じる情動とどのように共通してい
るのか、あるいは異なるのかも大きな論点となっている
[2]。私たちの議論では、Kivyが提言したような二元論
で考えるよりも、間主観性の立場から情動の生起メカニ
ズムを考える方が適切ではないかという意見が出ている
が、この点については更なる検討が必要である。
情動の生起メカニズムについてどのような立場をとる
にしろ、音楽は時間の芸術であり、時間経過による音楽
の変化に伴い、音楽情動が万華鏡のようにダイナミック
に変化していくことに疑いの余地はない。音楽情動研究
ではそのような時変性を特に配慮する必要がある。その
点でも、時変性を観察するのに適した生理的反応や脳反
応の計測が音楽情動の生起メカニズムの理解に大きく貢
献していくであろうし、心理実験においても、そのよう
な動的な変化をうまくとらえられる実験デザインが望ま
れる。

テーマ 2. 音楽情動の測定、脳の構造と機能

情動の測定については自己報告などによる心理的な
手法から、心拍・発汗や筋電反応などの生理反応計測、
そして脳計測などの幅広いアプローチがとられている。
それぞれの手法の詳細についてはレビュー論文４.２節
および第５章と第６章 [10] を参照していただくが、現
在の課題点として、実際に起こっている音楽情動と実験
室での音楽情動の体験に大きな差異がないかどうかが挙
げられる。この問題の解決のためにはなるべく私たちの
日常の音楽体験に近いセッティングで測定を行うことが
必要である。また、さまざまな様相を呈する音楽情動の
特徴をとらえるためにも、複数の測定法を併用したアプ
ローチや、新しい測定インタフェースの開発などが必要
となるだろう。そして、これまで技術的に難しかった音
楽情動の社会性に関する測定手法も開発される必要が
ある。

テーマ 3. 音楽情動と社会学、文化人類学、音
楽学

レビュー論文の 7.2節 [10]でも論じられたように、元
来、音楽活動は人と人の間の 社会的な行為として成立
しているのが普通であった。ならば、音楽情動に関して
も、個人の反応としてよりも、複数の人のグループや、
コミュニティ、社会において、情動がどのよう に存在
しているのかを考える必要がある。音楽情動が社会的な
価値観などに影響を与えるこ とも、社会的な価値観か
ら音楽情動が影響を受けることも、両方ある。つまり、
情動による 社会や文化の形成と、社会や文化による情
動の形成という循環構造が存在する。たとえば、 パロ
ディやユーモアなどは文脈がないと成立しないが、音楽
におけるそのような文脈は社会 的に形成されているこ
とも多い (もちろん音楽的に形成されることもある)。西
洋音楽と全 く異なる態度で音楽聴取や音楽活動を行う
ことを前提とする民族音楽も数多く、文化人類学 や社
会学の観点から音楽情動を論じた研究も数多く報告され
ている [3]。社会的な状況やコミュニティの存在、文化
的な背景などの文脈によって豊かな 音楽情動が生まれ
るのであれば、実験室における音楽情動測定やそれをも
とにした音楽情動 モデルは、実生活の音楽情動とどこ
まで整合するのかを考慮して、実験やモデル化を進める
べきであろう。

テーマ 4. 音楽のありようについてのモデル・
間主観性

音楽の起源、そして様々な文化や時代における音楽の
役割について考えると、音楽は情動を分かち合うために
生まれたという可能性が浮かび上がってくる [8, 1]。事
実としての正否はともあれ、情動の共有を核として音楽
を捉えることは、作曲家が芸術表現として作った音楽を
聴衆が受け止める、という近代的な芸術観を離れて、新
しい性質の音楽を開拓するために有効な手がかりとなる
だろう。私たちの場合は、前述したように音楽の社会性
に関する興味もあり、間主観性を一つのキーワードにし
て音楽情動研究を進めていきたいと思っている。

テーマ 5. 音楽と言語

音楽と言語の関連性については、運用能力や理解する
能力に類似性、差異、関連があることが議論されてい
る。このような議論には、だいたい３タイプあり、（１）
言語や音楽の処理に関する生理学的・脳科学的視点から
の検討、（２）進化論的視点からの、先史時代にさかの
ぼる音楽や言語の起源、および乳幼児の音楽と言語能力
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の発達などの検討、（３）文法やレトリックの存在、標
題音楽、プログラムノートなど、言語的な要素に関する
音楽学的そして音楽理論的な検討、が挙げられる。これ
らの知見は、あまり交流がないバラバラの領域（脳科学
と発達心理学に対して、音楽学と音楽理論）で報告され
ているが、統合して検討し、共通点や差異をさぐること
で、新しい発見があるのではないか。

テーマ 6. 音楽情動における身体性と生理反応

音楽の演奏、聴取、そして舞踊において、体の動きと
音楽は切り離せない関係にある。この領域における実験
手法は、心理実験とモーションキャプチャによる計測が
殆どであるが、新しい研究が次々と報告されている、現
在もっとも勢いのある分野とも言える [9]。身体動作が
あるかないか（あるいは許されているか否か）、は音楽
への関わりが受動的であるか能動的であるかの分かれ目
であり、そこで音楽情動の様子が大きく異なることも多
いにありうる。また、最近注目されているアフォーダン
ス理論 [11] との関わりも軽視出来ない。音楽の身体性
に関する研究は、現在、運動科学と音楽心理学の学際研
究という形で進んでいるが、音楽理論や音楽学に今後取
り込まれていくことが望ましい。そして、脳科学の分野
でもこのような被験者の身体動作を含んだ計測および
データ解析手法が今後さらに発展し、音楽への能動的な
参加と音楽情動の関係を脳科学のレベルで解明していく
ことが望まれる。

テーマ 7. 音楽情動と情動文法

音楽情動の文法となりうる理論として、既にいくつか
の提案がなされており、レビュー論文の第３章にまとめ
られている [10]。いずれのモデルも未だ発展段階にあ
るが、音楽情動に文法を見いだすことは、人の心に直接
訴えかけることを目的とした音楽理論を生み出すこと、
そしてそれにもとづいて作曲することにつながってい
く。芸術音楽の発展は常に新しい作曲手法の開拓とと
もにあったこと [4]を鑑みると、そのような新しい方法
論のひとつとして、音楽情動の理論に基づいた作曲手法
は、音楽制作のプロセスと生み出される音楽を、より豊
かに多様にしてくれるのではないかという期待がある。
私たちのチームでは、未だ情動のモデルを検討している
段階であるが、基本的な姿勢として、音楽制作に応用で
き、かつ新しい音楽理論の土台となるモデルを模索して
いる。そのような動機に基づいて情動モデルを構築す
る場合、かならずしも心理学の伝統に忠実なモデルとは
限らない可能性もあり、どのようなモデルが望ましいの
か、その理想像について議論を行い、達成目標を具体的
にしてゆきたい。

3. 課題:未来の音楽へ向けて

現在、音楽情動の研究は音楽心理学や脳科学の分野を
中心に発展しているが、伝統的な分析的アプローチが主
流である。しかし、これまで無意識的にあるいは自然発
生的に生まれていた音楽情動のより詳しいメカニズムが
明らかになるにつれて、過去に提案された様々な音楽理
論と同じく [4]、音楽情動理論に基づいて新しい音楽を
生み出したり、あるいは音楽情動理論に逆らう形での創
作が行われたり、といった形で音楽情動研究は今後の音
楽創作に貢献出来る可能性が十分にある。そこで、作曲
家、演奏家、音楽学者などが積極的に音楽情動研究に参
加することで、これらの人々にとってより有益な音楽情
動の知見が見いだされていくのではないかと期待してや
まない。
そこで、本日のディスカッションでは、音楽家の立場
から見た時に、音楽情動研究はどうあるべきか、という
点について、JSSA研究会参加者の意見を聞き、これか
らの研究方針の参考にしていきたい。ディスカッション
を始めるにあたって、いくつかの議題を用意したものを
以下に付す。

4. ディスカッション

• 音楽情動のモデルは、どういった性質のモデル
だったら作曲や演奏に役立つでしょうか？

• 作曲している時に、音楽情動に関して、どの程度
意識していますか？　また、作曲時の意図と対応
して聴衆の情動を生み出せるという実感はありま
すか？

• 音楽情動モデルは、音響信号に基づくべきでしょ
うか、あるいはなんらかのシンボルに基づいた
（例えばピッチクラス理論のような）モデルであ
るべきでしょうか。

• 音楽情動の理解が進んだら、音楽はどんな風に変
化していく（べき）でしょうか？

• これまでの音楽情動の研究で取り扱われた音楽に
は西洋のクラシック音楽、ポップミュージック、
民族音楽を想定しているものが多いのですが、現
代の芸術音楽（contemporary art music）を想定し
て音楽情動の研究をするなら、どういった方向性
が考えられるでしょうか？

• 音楽における言語の役割には、これからどういっ
た変化が予想されますか？

• 西洋のクラシック音楽からポピュラー音楽に受け
継がれたクリシェがあります。クリシェ（表現に
おける決まり文句、常套手段）に関しては否定的
な見方もできると思いますが、表現の文法化と共
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通理解という点では興味深い現象です。現代の芸
術音楽において、情動表現のクリシェとなる可能
性があるパターンや典型的な手法はなんでしょう
か？そして、何がクリシェをクリシェたらしめて
いるのでしょうか？

• 現代の芸術音楽では、音楽をつくる人と音楽を聴
く人の役割に注目した作品（たとえばインタラ
クティブな作品、聴衆参加型の作品、ライブコー
ディングなど）が多くあります。これらの作品で
は、音楽情動は強まっていますか？弱まっていま
すか？また、どのような性質の音楽情動が生まれ
ていますか？このような作品は、芸術的新規性を
狙って作られていると思いますが、実際に生ま
れている音楽情動の点で、新しさがあるでしょ
うか？
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ム客員研究員, 現在に至る. 音楽によって生じる人間の
情動の分析・応用に関する研究に従事. 人工知能学会、
知能情報ファジィ学会の会員。

吹野美和

パナソニック株式会社デジタル・ネットワーク開発セ
ンターファミリー AVC開発室で次世代 AV処理基盤技
術の研究をしている。東京電機大学工学部電子工学科
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卒、松下電器産業東京研究所入社。国家プロジェクト
FRIEND21での音響フィードバックを用いた 3次元操
作 HMIの研究、3DO、DVD-Video/Audioデビュータイ
トル制作のテクニカルディレクタ、音楽分析を用いた自
動マスタリング技術開発の米国社内ベンチャー立ち上げ
を経て、2009年より現職。

柴山拓郎

1971 年東京生まれ。東京音楽大学大学院研究科修士
課程（作曲・指揮専攻）、東京芸術大学大学院美術研究
科後期博士課程（先端芸術表現領域）修了。西村朗、池
辺晋一郎、湯浅譲二、遠藤雅夫、古川聖の各氏に師事。
第 62回日本音楽コンクール（1993年）、第４回秋吉台
国際作曲賞（1994）、第 34回ブルージュ国際電子音響音
楽コンクール（2007）に入選。現在、東京電機大学理工
学部講師の他、大阪芸術大学、常葉大学、国際基督教大
学、女子美術大学で非常勤講師を務め、同様のテーマに
よる創作指導を行っている。

古川聖

1959年東京生まれ。入野義郎氏に師事、ベルリン、ハ
ンブルクの音楽アカデミーでイサン・ユン、ジェルジ・
リゲティのもとで作曲を学ぶ。1991 年に米国のスタン
フォード大学で客員作曲家。ドイツのカールスルーエの
ZKMでアーティスト・イン・レジデンス。作品は、新
しいメディアと音楽の接点において成立するものが多
く、1997 年の ZKM の新館のオープニングでは委嘱を
うけて、マルチメディアオペラ『まだ生まれぬ神々へ』
を制作・作曲。2000 年より東京芸術大学・先端芸術表
現科准教授。
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